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I.は じ め1に

CS-1170は,セ フ ァマ イ シ ン系 の 携 導 体 で あ り翫8},β・

lactamaseに 抵 抗 力 が あ り,ま た嫌 気 性 菌 の 一 部 に も有

効 と され て い る.尿 中に は 活性 を もっ た ま ま排 泄 され る

し.血 中 に も濃 度 が か な り高 くな る塑

今 回わ れ わ れは この 薬 剤 の提 供 を受 け,基 礎 的 に,ま た

臨床 的に 検討 す る機 会 を得 た の で,こ こに 報告 す る。

II.基 礎 的 検 討

1)抗 菌 力

東海 大学 医 学 部 泌 尿 器科 学 教 室の 臨 床 分 離保 存 菌 株 に

っ いて,CS-1170とSN-107(Cefuroxime)のMICを 比

較 した。MIC測 定 は 日本 化 学療 法 学 会 の標 準 法 に よ っ

た。 その結 果 をTable1に 示 す 。 上段 のSNはSN-107

を,下 段 のCSはCS-1170を 意味 す る。Table中 の 同 じ菌

種 につ い て,○ や □や ● の同 ヒ しる しは,同 一 保 存菌 株

を示 して い る。た とえ ばEcoliで は,SN-107が12。5μg/

mlのMICを 持 つ 同 じ株 が,CS-1170で は3 。12μ9/m1の

MICを 持 つ こ とに な る。

この よ うに してみ る と,Enterobacter,Citrobacterに

つ いて は,両 薬 剤 と も100μg/ml以 上 のMICで あ るが
,

他 の 菌種 にっ いて は,す べ てCS-1170の 方 が1管 か ら4

管 ほ ど も抗 菌 力 が 強 い と い う結果 が 得 ちれ た。

2)健 康 人 の血 中 ・尿 中 濃度

健 康 成 人volunteer 4人 につ いて,血 中 お よ び尿 中濃

度 を検 討 した。volunteerの うち2名 は,実 験 開 始 の約24

時 間 前 か ら食事 に 含 まれ る水 分 以 外の 摂 取 を禁 止 し,脱

水 に 傾 かせ た(脱 水 群)。 他 の2名 は,約12時 聞 前か ち毎

食 後 に は約400m1の 水 分 を摂 取 させ,食 間 に もな るべ く

水 分 を飲 む よ うに させ た(非 脱 水 群)。 こ の4名 に,CS
櫓117029を20m1生 食水 に 溶解 してone shot静 注 し

,

30分,60分,120分,180分,240分 目に採 血,採 尿 し,CS

-1170の 濃 度 をMicrococcus luteus ATCC 9341を 使
っ

Table 1 Comparison of susceptibility of clinical isolates to CS-1170 and SN-107 (Cefuroxime)

S_N: SN-107 CS : CS-1170
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たカップ法によ り測定 した。その結果 をFig,1とFig,2

に示す。 このよ うに通常耐 えられ る糧度の脱水,溢 水状

態は,血 中濃度,尿 中排泄量 には差 をもた らさず,尿 中

濃度は尿量の差があ るためml当 りの含量が差 を示すだ

けであった。

Fig. 1 Serum level in healthy volunteers

2g i.v.

Fig. 2 Urinary recovery in healthy volunteers

2g i.v.

III.臨 床 的 検 討

1)CS-117oの 穆 内分布

a)包 皮内濃度

手術 を要す る包蔓の患者7名 に,乎 術前に29のCS

-1170を 静注し,多少の差 はあるがだいたい15分 後に包皮

を切除 し,そ の中に含まれ るCS-1170の 量を測定 した。

Table2に 示す ごとく,測 定隈 鼻以下の もの も3例 あっ

たが,包 皮炎には有効 と思われ る ぐちいの量が他の4例

では検出 されている.ま た7例 とも術後の傷 の感染 を認

め なか った.

b)睾 丸内濃度

前立腺癌の ため,両 側睾 丸の馴除 を要す る患 看にCS

-ll7019を 静注 し,慶 麻下,約30分 後に両惻皐丸 を馴除

した症例の睾丸 内のCS-1170濃 度は,Table3の ごとく

で,あ まり経験 が多 くは ないが,他 劃に比 して移行量が

高いよ うであった。

c>陰 の う水瘤 内濃度

陰の う水瘤 を有す る症例 の手術前に,CS-11701gを

筋注 し,経 時的に血清内 と陰の う水暫内溶液のCS-1170

の濃度 を測 ると,Fig.3の ご とくに なった。

d)腎 内濃度

馬蹄腎患者の峡部切除施行 の約1時 間前に.CS-1170

2gを 静注 し,腎 切片内のCS-1170の 定量 を行な った と

Table 2 Concentration in the phymous prepuce

Circumcision : about 15min. after 2g i.v.

of CS-1170

means of 4 patients 8.7•}2.2pg/g

Table 3 Concentration in the testis

Orchiectomy : about 30min. after lg i .v.

of CS-1170
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ころ,腎 切 片 総 量 で1230μ9が 含 まれ て お り,切 片19に

っき315.4μ9と 軸 韻 度に腎に移行 すること耀 め ら

れ た。

2)CS-1170の 臨 床 効 果

Table4に 示す ご と く。7例 の 患 者 にCS-1170を 試 用

した。投 与 法 は.:0.59を1日2回 筋注,ま たは1日2～

4回 点滴 に まぜ て静 注 に した 。

Fig. 3 Coiicentration in hydrocele fluid

Subject : kG 59y 57kg (r-hydrocele testis)
Dosage :1.0g i.m.

Test organism : Micrococcus luteus
ATCC 9341

Test Method: Cup method

UTI研 究 会 の 薬効 判 定 基 準3)に よ る と,著 効1,有 効2,

無効1,判 定 不 能3と 判 定 され た 。

有 効例 は,E.coli 2例,Enterobacter 1例 で,Klebsiella

の1例 には 無効 で あ った 。

また,こ のうち6例 に つい てFig4に 示す ま と く。GOT、

GPT、A1-P.Creatinine,BUNの 投 与 前 後 の蛮 動 を検

肘 した が,症 例1でGOT,GPTの 軽度 上 昇 を認 め た以

外 に は,薬 剤 の影 響 と思 わ れ る変 動 は み ちれ ず,ま た臨

床 的 に も副 作 用 と考 え ちれ る症 例 は な か っ た。

lV.考 按

CS-1170は,in vitroで か な り強 い 抗菌 力 を示 す 薬 剤

と言 わ れ て い る が,わ れ わ れ の デ ー タで もCefuroxime

(SN-107)よ り も明 らか に 強 力 で あ る こ どが 証 明 され

た。 しか し,Citrobacter,Enterobacterに 対 す る抗 菌 力

は,あ ま り強 くない と も判 明 した 。

各種 臓 器 内の 濃 度 は,比 較 すべ きデー タが 少 な いの で

なん と も言 えぬ が。 包皮,睾 丸 に は比 較 的 多め に 移行 す

る傾 向が あ る。

臨床 的 に も,慢 性 複 雑性 感 染症 の 中 でE.coliに よ る

もの に効 果 が あ り,Klebsiellaに よ る もの に は効 果 が な

か っ た。

Enterobacter cloacaeに 対 しては 。 菌 数 を0に は で き

な か っ たが,臨 床 的 に は効 果 が認 め られ た。

V.結 論

1.CS-1170のin vitroの 抗菌 力 とCefuroximeの そ

れ を比較 し,CS-1170の 方 が強 力 で あ る こ と を認め た。

2。 臨 床 的 に7例 に 使 用 し,3例 に 有効 で あ った 。 し

か し,Klebsiellaの1例 に はin vitroで 抗 菌 力 が 示 され

た に もか か わ らず,無 効 で あ った 。

3.副 作用 は,臨 床 的 に認 め られ た症 例 は な く,GOT,

GPTの 軽度 上 昇 が1例 に認 め られ たが,投 薬 終 了後 は 正

常 値 に 復 した。

Fig. 4 Clinical laboratory findings before and after administratidn of CS-1170
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In vitro antibacterial activity of CS-1170 was recognized to be more potent than that of cefuroxime

(SN-107).
Clinical studies on CS-1170 were performed on 8 cases of urinary tract infection. Four cases were

evaluated as follows; excellent in 1, good in 2 and poor in 1. CS-1170 was, however, sensitive to
Klebsiella isolated from urine specimen of the ineffective patient.

No adverse reaction was found in 8 cases treated with CS-1170. Serum GOT and GPT were slightly
elevated in one case, though these were soon reverted to the normal level after the treatment with
CS-1170 was finished.


